
 

 

 

7.6 巻末資料－6 記録様式 

 

記録様式① 

トンネル覆工コンクリート施工状況把握チェックシート 

 

記録様式② 

トンネル覆工コンクリート表層目視評価の方法 

 

記録様式③ 

トンネル覆工コンクリート表層目視評価シート 

 

記録様式④ 

表層透気試験記録 

 

記録様式⑤ 

表面吸水試験記録 

 

記録様式⑥ 

打設時間管理表 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

出来映えの影響  
第
三
者
被
害
防
止
に
関
す
る
事
項 

表層目視評価の項目 

は
く
離 

気 

泡 

水
は
し
り 
• 
砂
す
じ 

色
む
ら 
• 
打
重
ね
線 

施
工
目
地
不
良 

検
査
窓
枠 
• 
段
差 

施 工 
段 階 

チ ェ  ッ  ク  項  目  記 述  
確 認 レ 点 

なぜ（それを）チェックするか ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
現場 事務所 

 

 

 

 

 

 

 

準備工 

1.打設底盤に水たまりは無いか、打設底盤の締固めは十分か    ・コンクリートの品質低下、不等沈下によるひび割れを防止するため        

2.既設コンクリートのラップ部に、セントルの過度の押上げによるひび割れはないか    ・班月状ひび割れがうきから剥落となる危険性が有り、第三者被害を防止するため        

3.型枠の設置場所は、敷均し良好な地盤で不当沈下の懸念はないか    ・不等沈下による有害ひび割れ（半月状・縦断ひび割れ等）を防止するため        

4.防水シートのたるみは適当か（張りすぎても不適合）、剥離はないか    ・張りすぎると生じやすい背面空洞、破損による漏水を防止するため        

5.型枠表面状況は良好か（ケレン残しは無いか）    ・覆工表面の緻密性の低下（平滑でない出来形）を防止するため        

6. 剥離剤の塗布状況は良好か（塗布もれやムラは無いか） 

7. 施工目地材の固定は確実か、曲がりはないか 

   ・覆工表面の緻密性の低下（豆板の発生）を防止するため 

・目地材の遊動による付着モルタル剥離の危険性があり、第三者被害を防止するため 

       

8.箱抜き型枠、セントルヒンジ部（縦断方向）に加工誤差による隙間は無いか    ・モルタル分の流出による砂すじ・豆板の発生、コンクリート密実性の低下を防止するため        

9.ポンプの能力は適切か    ・吐出圧力不足による閉塞、打設速度の低下を防止するため        

10.内部清掃は十分か、配管に傷や痛みはないか    ・内空断面不足によるコンクリートの閉塞、配管の破裂を防止するため        

11.所定の鉄筋被りが確保できているか（有筋区間）    ・劣化因子（塩分等）の侵入を防ぎ、鉄筋の腐食発生を防止するため        

12.鉄筋は十分に固定されているか（有筋区間）    ・打設時に鉄筋が移動して、被り不足や鉄筋の偏りが発生することを防止するため        

運 搬 
1.練混ぜてから打設終了までの時間は適切か（外気温25℃以下2.0時間以内、25℃以上1.5時間以内）    ・材料分離、スランプロス、空気量の変動などによる施工性の低下を防止するため        

2.暑中（寒中）コンクリートの扱いは十分されているか    ・色むら、打重ね線、コールドジョイント等の発生によるコンクリート密実性の低下を防止するため        

品 質 
1.受入検査結果はコンクリートの規格を満足しているか    ・所定の品質が確保されたコンクリート以外の受け入れを防止するため（規格外時は原因の追究）        

2.フレッシュコンクリートの性状は低下していないか    ・経時変化により所定の品質から外れたコンクリーの受け入れを防止するため        

 

 

 

 

 

 

 

打 設 

1.左右対称に打設しているか    ・偏荷重による型枠変形や押出しによる施工目地部への不具合発生を防止するため        

2.打重ね時間は適当か（外気温25℃以下2.5時間以内、25℃以上2.0時間以内）    ・色むら、打重ね線、コールドジョイント等の発生によるコンクリート密実性の低下を防止するため        

3.コンクリート吐出口から打込み面までの高さは1.5ｍ以下となっているか    ・自由落下による過大な気泡の巻き込み、材料分離、豆板等の発生を防止するため        

4.コンクリートの一層あたりの打込み高さは50㎝以下か    ・締固め不足や材料分離によるコンクリート密実性の低下を防止するため        

5.フレッシュコンクリートの性状に応じた締固め時間としているか（5秒～15秒）    ・締固め不足や材料分離によるコンクリート密実性の低下を防止するため        

6.バイブレータの使用状況は適切か（コンクリートの横移動や過度な締固めを行っていないか）    ・材料分離、粗骨材の沈降、ブリーディング発生の助長を防止するため        

7.天端の吹上げ口周辺に、打込み当初の残留コンクリートはないか    ・打重ね線、うき、はく離、剥落等の不具合の発生を防止するため        

8.打設口（検査窓）の閉鎖状況（締め付け）は十分か    ・段差の発生、ノロ漏れによる砂すじの発生、コンクリート密実性の低下を防止するため        

9.つま部のブリーディングの排出は十分に行っているか    ・施工目地部の強度低下による早期劣化、うき、はく離、剥落の発生を防止するため        

10.締固め中にバイブレータを鉄筋に接触させていないか（有筋区間）    ・鉄筋とコンクリートの付着不足を防ぎ、応力伝達の低下を防止するため        

11.暑中（寒中）コンクリートの適切な温度対策（上昇および低下防止）がなされているか    ・ひび割やコールドジョイントなどの発生を抑制し、強度不足や耐久性の低下を防ぐため        

 

 

 

 

特 記 

事 項 

※ 

             

            

            

            

            

            

            

            

            

            

記録様式① 施工状況把握チェックシート 

 
事 務 所 名  工 事  名   

トンネル名称  打 設 位 置 打設番号：    区分：無筋・有筋 

受 注 者   確 認  者   

配  合   確認年月日 令和 年 月 日 （ ） 

打込み開始時刻  時 分  打込み時坑内温度 ℃ 

打込み終了時刻  時 分  打込み作業人員 名 バイブ台数 台(予備含む)

昼休憩時間 時 分～ 時 分 打設数量（ ） 
 

 平均打設量 /h



 

 

 

 

出来映えの影響  
第
三
者
被
害
防
止
に
関
す
る
事
項 

表層目視評価の項目 

は
く
離 

気 

泡 

水
は
し
り 
• 
砂
す
じ 

色
む
ら 
• 
打
重
ね
線 

施
工
目
地
不
良 

検
査
窓
枠 
• 
段
差 

施 工 
段 階 

チ ェ  ッ  ク  項  目  記 述  
確 認 レ 点 

なぜ（それを）チェックするか ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
現場 事務所 

 

 

 

 

 

 

 

準備工 

1.打設底盤に水たまりは無いか、打設底盤の締固めは十分か 無し レ ― ・コンクリートの品質低下、不等沈下によるひび割れを防止するため  ○      

2.既設コンクリートのラップ部に、セントルの過度の押上げによるひび割れはないか 無し レ ― ・班月状ひび割れがうきから剥落となる危険性が有り、第三者被害を防止するため       ○ 

3.型枠の設置場所は、敷均し良好な地盤で不当沈下の懸念はないか 無し レ ― ・不等沈下による有害ひび割れ（半月状・縦断ひび割れ等）を防止するため  ○  ○   ○ 

4.防水シートのたるみは適当か（張りすぎても不適合）、剥離はないか 異状無し レ ― ・張りすぎると生じやすい背面空洞、破損による漏水を防止するため       ○ 

5.型枠表面状況は良好か（ケレン残しは無いか） 良好 レ ― ・覆工表面の緻密性の低下（平滑でない出来形）を防止するため ○ ○     ○ 

6.剥離剤の塗布状況は良好か（塗布もれやムラは無いか） 良好 レ ― ・覆工表面の緻密性の低下（豆板の発生）を防止するため ○ ○  ○   ○ 

7.施工目地材の固定は確実か、曲がりはないか 良好 レ ― ・目地材の遊動による付着モルタル剥離の危険性があり、第三者被害を防止するため     ○  ○ 

8.箱抜き型枠、セントルヒンジ部（縦断方向）に加工誤差による隙間は無いか 無し レ ― ・モルタル分の流出による砂すじ・豆板の発生、コンクリート密実性の低下を防止するため ○  ○     

9.ポンプの能力は適切か 良好 レ レ ・吐出圧力不足による閉塞、打設速度の低下を防止するため    ○  ○  

10.内部清掃は十分か、配管に傷や痛みはないか 良好 レ ― ・内空断面不足によるコンクリートの閉塞、配管の破裂を防止するため    ○  ○  

11.所定の鉄筋被りが確保できているか（有筋区間） ― ― ― ・劣化因子（塩分等）の侵入を防ぎ、鉄筋の腐食発生を防止するため        

12.鉄筋は十分に固定されているか（有筋区間） ― ― ― ・打設時に鉄筋が移動して、被り不足や鉄筋の偏りが発生することを防止するため        

運 搬 
1.練混ぜてから打設終了までの時間は適切か（外気温25℃以下2.0時間以内、25℃以上1.5時間以内） 良好 レ レ ・材料分離、スランプロス、空気量の変動などによる施工性の低下を防止するため    ○    

2.暑中（寒中）コンクリートの扱いは十分されているか 問題なし レ レ ・色むら、打重ね線、コールドジョイント等の発生によるコンクリート密実性の低下を防止するため    ○    

品 質 
1.受入検査結果はコンクリートの規格を満足しているか 問題なし レ ― ・所定の品質が確保されたコンクリート以外の受け入れを防止するため（規格外時は原因の追究）   ○ ○   ○ 

2.フレッシュコンクリートの性状は低下していないか 良好 レ ― ・経時変化により所定の品質から外れたコンクリーの受け入れを防止するため    ○    

 

 

 

 

 

 

 

打 設 

1.左右対称に打設しているか 良好 レ ― ・偏荷重による型枠変形や押出しによる施工目地部への不具合発生を防止するため   ○ ○   ○ 

2.打重ね時間は適当か（外気温25℃以下2.5時間以内、25℃以上2.0時間以内） 良好 レ レ ・色むら、打重ね線、コールドジョイント等の発生によるコンクリート密実性の低下を防止するため   ○ ○   ○ 

3.コンクリート吐出口から打込み面までの高さは1.5ｍ以下となっているか 良好 レ ― ・自由落下による過大な気泡の巻き込み、材料分離、豆板等の発生を防止するため ○ ○  ○   ○ 

4.コンクリートの一層あたりの打込み高さは50㎝以下か 良好 レ ― ・締固め不足や材料分離によるコンクリート密実性の低下を防止するため  ○ ○ ○    

5.フレッシュコンクリートの性状に応じた締固め時間としているか（5秒～15秒） 適切 レ レ ・締固め不足や材料分離によるコンクリート密実性の低下を防止するため  ○ ○ ○    

6.バイブレータの使用状況は適切か（コンクリートの横移動や過度な締固めを行っていないか） 良好 レ ― ・材料分離、粗骨材の沈降、ブリーディング発生の助長を防止するため    ○   ○ 

7.天端の吹上げ口周辺に、打込み当初の残留コンクリートはないか 無し レ ― ・打重ね線、うき、はく離、剥落等の不具合の発生を防止するため ○   ○   ○ 

8.打設口（検査窓）の閉鎖状況（締め付け）は十分か 良好 レ ― ・段差の発生、ノロ漏れによる砂すじの発生、コンクリート密実性の低下を防止するため ○  ○   ○  

9.つま部のブリーディングの排出は十分に行っているか 良好 レ ― ・施工目地部の強度低下による早期劣化、うき、はく離、剥落の発生を防止するため   ○ ○   ○ 

10.締固め中にバイブレータを鉄筋に接触させていないか（有筋区間） ― ― ― ・鉄筋とコンクリートの付着不足を防ぎ、応力伝達の低下を防止するため ○   ○   ○ 

11.暑中（寒中）コンクリートの適切な温度対策（上昇および低下防止）がなされているか 問題なし レ レ ・ひび割やコールドジョイントなどの発生を抑制し、強度不足や耐久性の低下を防ぐため    ○   ○ 

 

 

 

 

特 記 

事 項 

※ 

充填対策 
1.充填補助システムは正常に作動しているか 良好 レ ― ・覆工肩部から天端部の充填を確実にし、未充填箇所の発生を防止するため  ○  ○    

2.バイブレーターに取り付けた仕組みは正常に機能しているか 良好 レ ― ・覆工側壁部から肩部の締固めを確実に行い、コンクリート密実性の低下を防止するため  ○  ○    

ひび割れに対
する養生方法 

 

打継ぎ部対策 

1.保温のための養生システムは正常に作動しているか 良好 レ ― ・加温、保湿、湿潤養生の実施により脱型時の強度不足を防止するため        

2.湿潤のための養生システムは正常に作動しているか 

1.セントルに取り付けた仕組みは正常に機能しているか 

今後使用予定 

良好 

― 

レ 

― 

― 

・脱型後、湿潤養生の実施により覆工全体の乾燥を防止するため 

・セントルの過度の押し上げによるひび割れを抑制するため 

    
 

○ 

  

2.ひび割れ低減を目的に取り付けた補強材は計画通りに配置されているか 良好 レ ― ・インバート拘束によるひび割れを防止するため        

             

            

            

            

記録様式① 施工状況把握チェックシート 

 
事 務 所 名 ○○トンネル工事事務所 工 事 名 令和○○～○○年度 ○○トンネル工事 

トンネル名称 ○○トンネル 打 設 位 置 打設番号：35BL 区分： 無筋 ・ 有筋 

受 注 者  ○○建設 確 認 者 ○○ ○○ 

配  合  21-15-40BB 確認年月日 令和 ○○ 年 ○月 ○ 日 （ 月 ） 

打込み開始時刻 8 時 00 分 打込み時坑内温度 29 ℃ 

打込み終了時刻 

昼休憩時間 

15 時  00 分  

0 時 0 分 ～ 0 時 0 分 

打込み作業人員 

打設数量（ ） 

6 名  

84  

バイブ台数 

平均打設量 

22 台(予備含む) 

11 /h 

記載例 



 

記録様式②  表層目視評価の方法 
 

調査時期 脱型直後から初期養生開始前 不適合時、どんな点を改善させるべきか？ 

調査方法 ・近接できない範囲は、覆工センターから照明を当てながら観察 原 因 Ｋｅｙワード  

改 善 策 
 評価点 4 3 2 1 施工状況把握チェックシートの項目 

 

 

 
① 

はく離 

 

 

 

 

 

無し 

 

 
50cm四方 

程度の大き
さで見られ

る 

 

 
1㎡程度の
大きさで見

られる 

 

 
2点の状態
以上に広 

範囲に見ら
れる 

   

   

   

   

   

 
②

気泡 
（1.5ｍ× 
1.0ｍ範囲
で調査） 

 

 

 

 
5mm以下

の気泡もほ 
ぼ無し 

 

 
5mm 程 度

の 気 泡 が 
10ヶ程度見 

られる 

 
10mm以上 

が10ヶ程度
または、 
5mm以下 

が20ヶ程度
見られる 

 

 
10mm以上 

が20ヶ程度
見られる 

   

   

   

   

   

 

 

② 
水はしり 
・砂すじ 

 

 

 

 

 

無し 

 

 
一部に見ら

れる 
（全体の 

1/10程度） 

 

 
やや多く見

られる 
（全体の 
1/3程度） 

 

 
2点の状態
以上に広 

範囲に見ら
れる 

   

   

   

   

   

 

 

④ 
色むら・
打重ね線 

 

 

 

 

 

ほぼ無し 

 

 
一部に見ら

れる 
（全体の 

1/10程度） 

 

 
全体の半
分程度に
見られる 

 

 
2点の状態
以上に広 

範囲に見ら
れる 

   

   

   

   

   

 

 
⑤ 

施工目
地不良 

 

 

 

 

 

無し 

 

 
一部に見ら

れる 
(1/10程度) 

 

 
多く見られ

る 
(1/3程度) 

 

 
側壁全てに
見られる 
(天端に見 
られたら1) 

   

   

   

   

   

 

 
⑥ 

検査窓
枠段差 

 

 

 

 

 

無し 

 

 

 
1箇所程度
見られる 

 

 

 
2～3箇所
見られる 

 

 
3箇所を越
える箇所に

発生 

   

   

   

   

   



 

記録様式②  表層目視評価の方法 
 

調査時期 脱型直後から初期養生開始前 不適合時、どんな点を改善させるべきか？ 

調査方法 ・近接できない範囲は、覆工センターから照明を当てながら観察 原 因 Ｋｅｙワード  

改 善 策 
 評価点 4 3 2 1 施工状況把握チェックシートの項目 

 

 

 
① 

はく離 

 

 

 

 

 

無し 

 

 
50cm四方 

程度の大き
さで見られ

る 

 

 
1㎡程度の
大きさで見

られる 

 

 
2点の状態
以上に広 

範囲に見ら
れる 

準備－５ ケレン残しを無くする ・施工状況把握チェックシートにて最終確認（不具合時は作業員の再教育） 

準備－６ 剥離剤の全体塗布 ・施工状況把握チェックシートにて最終確認（不具合時は作業員の再教育） 

打設－７ 打込みコンの残留 ・天端吹上げ口周囲の打込み当初の残留コンクリートを除去する 

   

   

 
②

気泡 
（1.5ｍ× 
1.0ｍ範囲
で調査） 

 

 

 

 
5mm以下

の気泡もほ 
ぼ無し 

 

 
5mm 程 度

の 気 泡 が 
10ヶ程度見 

られる 

 
10mm以上 

が10ヶ程度
または、 
5mm以下 

が20ヶ程度
見られる 

 

 
10mm以上 

が20ヶ程度
見られる 

品質－１ 生コンの規格を満足か ・エアー量、スランプが規格外の場合は原因の追究と是正 

打設－１ 左右対称の打設 ・打込み用の配管切り替え手順をあらかじめ決めておく（余掘り、箱抜きの有無を考慮） 

打設－３ 吐出口からの落差高 ・コンクリートの吐出口から打込み面までの落差高さをできるだけ小さくする 

打設－４ 一層の打込み高さ ・1層の打込み高さを制限し、適切な締固めで巻込み空気を除去する（かけすぎは避ける） 

   

 

 

② 
水はしり 
・砂すじ 

 

 

 

 

 

無し 

 

 
一部に見ら

れる 
（全体の 

1/10程度） 

 

 
やや多く見

られる 
（全体の 
1/3程度） 

 

 
2点の状態
以上に広 

範囲に見ら
れる 

準備工－８ 箱抜き型枠の加工誤差 ・型枠加工精度を上げて、セントルとの隙間を無くす及びセントルとの固定を確実にする 

準備工－８ セントルヒンジ部の隙間 ・縦断方向のヒンジに隙間がある場合、定期的にコーキングを行う 

品質－１ 生コンの規格を満足か ・規格外の生コンは廃棄（特にスランプ大の場合発生） 

打設－４ 一層の打込み高さ ・急速な打込みをやめて、一層の高さを50cm以下に押さえる（ブリーディングが内部に残留することを防止） 

   

④ 
色むら・
打重ね線 

 

 

 

 

 

ほぼ無し 

 

 
一部に見ら

れる 
（全体の 

1/10程度） 

 

 
全体の半
分程度に
見られる 

 

 
2点の状態
以上に広 

範囲に見ら
れる 

打設－２ 一定間隔の打込み ・打重ね時間を短くして、下層コンクリートにバイブレータを10cm程度挿入し適切な締固めを行う 

準備－６ 剥離剤の過大な塗布量 ・施工計画書で定められた適量な塗布量 

   

   

   

⑤ 
施工目
地不良 

 

 

 

 

無し 

 
一部に見ら

れる 
(1/10程度) 

 
多く見られ

る 
(1/3程度) 

 
側壁全てに
見られる 
(天端に見 
られたら1) 

準備－３ 堅硬な地盤 ・不等沈下防止策を講ずる 

準備－７ 目地材の固定不足 ・固定方法の改善、固定状況を打設前に再確認する 

   

   

   

⑥ 
検査窓
枠段差 

 

 
 

 

無し 

 

 
1箇所程度
見られる 

 

 

 
2～3箇所
見られる 

 

 
3箇所を越
える箇所に

発生 

打設－８ 検査窓の固定不足 ・ハンマー打撃で固定ピンを叩いて確実に挿入 

打設－８ 検査窓の隙間 ・検査窓に直接当ててバイブレータをかけない 

打設－８ 検査窓の隙間 ・セントル本体と検査窓に隙間がある場合、検査窓周囲に輪ゴム（例；長さ50cm、厚さ1mm、幅6mm）を設置 

   

   

記載例 



 

 

記録様式③  表層目視評価シート 

 
  

 
 

打設日 

 

 

 

  至
至  

 

 

 

  
 

 

 

打設方向 

→ 

 

 

 

左側壁 

 

 

左アーチ 

 

 

 

天端 

目視調査項目 
 

項目 剥離 気泡 
水はしり・

砂すじ 
色むら、打

重ね線 
施工目地

不良 
検査窓枠

段差 
 

点数計 

 

 

位

置 

記号 h a s i m d 

左側壁        

左アーチ        

天端※        

右アーチ        

右側壁        

 点数平均        

注）評価点は4段階（4～1）、中間点も可とする 

・天端※：天端は吹上げ打設範囲 

・左右：打設進行方向に対して 
右アーチ ・色むら、打重ね線：側壁～アーチは打重ね線  

天端は色むらと称する           （満点24点） 

 

◆ 全体記事 

右側壁 

 

 

 

■ 調査時期：脱型直後から初期養生開始にかけて実施 

 

■ 調査方法：天端からアーチ、側壁へと覆工表面を目視調査 

 

◆ 改善策（施工状況把握チェックシートとの関連性を記載） 

 

スパン点 

配合 

トンネル
名称 

セントル 

打設システム等 

測点
自

至 脱型日

初期養生終了日

調査日

打設番号 打設回数

確認者

調査者スパン長(ｍ)工事名



 

 

記録様式③  表層目視評価シート 
記載例 

工事名 ○○トンネル工事事務所 打設番号 35BL・無筋 スパン長(ｍ) 10.5 打設回数 1 調査者 ○○ ○○ 

トンネル 自 NO.○○+○○ 打設日 令和○○年○月○日 初期養生終了日 令和○○年○月○日 ○○ ○○ 

名 称 ○○トンネル 

配合 21-15-40BB 

測点 
至 

セントル 

打設システム等 

NO.○○+○○ 脱型日 令和○○年○月○日 調査日 令和○○年○月○日 

 

養生の工夫等 

確認者 

 

 

打設方向 

→ 

 

 

 

左側壁 

 

 

左アーチ 

 

 

 

天端 

目視調査項目 
 

項目 剥離 気泡 
水はしり・

砂すじ 
色むら、打

重ね線 
施工目地

不良 
検査窓枠

段差 
 

点数計 

 

 

位

置 

記号 h a s i m d 

左側壁 4 4 4 4 4 4 24 

左アーチ 4 3 4 4 4 4 23 

天端※ 4 4 4 4 4 4 24 

右アーチ 4 3 4 4 4 4 23 

右側壁 4 4 4 4 4 4 24 

 点数平均 4.0 3.6 4.0 4.0 4.0 4.0 23.6 

注）評価点は4段階（4～1）、中間点も可とする 

・天端※：天端は吹上げ打設範囲 

・左右：打設進行方向に対して 

右アーチ ・色むら、打重ね線：側壁～アーチは打重ね線 （満点24点）
天端は色むらと称する 

 

◆ 全体記事 

右側壁 

 

 

 

■ 調査時期：脱型直後から初期養生開始にかけて実施 

 

■ 調査方法：天端からアーチ、側壁へと覆工表面を目視調査 

 

◆ 改善策（施工状況把握チェックシートとの関連性を記載） 

 

 

 

 

 

 

23.6 スパン点 

① センサーバイブレーターが感知してから引上げるまでの設定振動時間の変更。（8秒）打
設口列のポイントに人力でバイブレーターをかける。 

② センサーバイブレーターが感知してから引上げるまでの設定振動時間の変更。（8秒）型
枠バイブレーターで型枠外面より踏前部分を締固める。 
打設口列のポイントに人力でバイブレーターをかける。 

 

 

① 打設口列の配管切り替え高さ付近で気泡が生じている。 
② インバートとの打継部に部分的に豆板が生じた。 



 

記録様式④ 

 

表 層 透 気 試 験 記 録 
 

トンネル名： 測定者  

打設ブロック番号：№ 測定日時 年 月 日 

打設年月日： 年 月 日 
  

測定時の天候 
 

測定時の覆工コンクリートの材齢： 日 （ ヶ月 測定時の気温 ℃ 

脱型時の覆工コンクリートの材齢： 日 （ ヶ月 測定時の湿度 ％ 

覆工コンクリートの養生条件： 

覆工コンクリートの追加養生： 

その他特記事項： 

 

測定ブロック番号 

測定結果 

   

覆工コンクリートの含水率 ％    

表層透気係数（ＫＴ値） ×10-16ｍ2    

測定深さ ｃｍ 
   

品 質 評 価 グレード 
   

備 考 
    

 
試験位置 表面状況写真 

 

 

 

 

 

 

断面図（打設方向に対して） 



 

記録様式⑤ 

 

表 面 吸 水 試 験 記 録 
 

トンネル名： 測定者  

打設ブロック番号：№ 測定日時 年 月 日 

打設年月日： 年 月 日 
  

測定時の天候 
 

測定時の覆工コンクリートの材齢： 日 （ ヶ月 測定時の気温 ℃ 

脱型時の覆工コンクリートの材齢： 日 （ ヶ月 測定時の湿度 ％ 

覆工コンクリートの養生条件： 

覆工コンクリートの追加養生： 

その他特記事項： 

 

測定ブロック番号 

測定結果 

   

水の温度（試験に使用する水） 度    

覆工コンクリートの含水率 ％ 
   

表面吸水速度（Ｐ600） ml/m2/s 
   

10分間の総吸水量 ml 
   

品 質 評 価 グレード 
   

備 考 
    

 
試験位置 表面状況写真 

 

 

 

 

 

断面図（打設方向に対して） 

 



 

記録様式⑥ 

打 設 時 間 管 理 表 

計画台数・計画時間 実績・時間 
打設口 打設目標  

記 事 欄 
台 数  

打設累計量 工場発 現場着 打込み開始 打込み開始 打込み終了 

（ｍ3） 時間 時間 時間 時間 時間 位 置  時間/台 

1 
        

打込み開始時 

2 
        

スランプ 空気量 コン温度 外気温 

3 
        

ｃｍ ％ ℃ ℃ 

4 
         

5 
         

6 
         

7 
         

8 
         

9 
         

10 
         

11 
         

12 
         

13 
         

14 
         

15 
         

16 
         

17 
         

18 
         

19 
         

20 
         

21 
         

22 
         

23 
         

24 
         

25 
         

26 
         

27 
         

28 
         

29 
         

30 
         

31 
        

打込み開始から○○ｍ3 

32 
        

スランプ 空気量 コン温度 外気温 

33 
        

ｃｍ ％ ℃ ℃ 

34 
         

35 
         

36 
         

37 
         

38 
         

39 
         

 


